
議員3年の節⽬なので、これまで質問してきた主要な項⽬についておさ
らいの質問をしました。⺠間資⾦・⺠間経営を市政に取り⼊れる
「PPPやPFI」について、今後はこの⼿法を事業の⼤きな選択肢として
検討する、というレベルまでようやく到達したと思います！



シティセールスについては、いわば普通の市を知らせる取り組みを真⾯
⽬に続けているという状況ですが、世の中の市町がみんなやっているこ
とをしても全く⽬⽴てません！
中断している「ひまわり畑」について、主催者から要望があれば⽀援⾦
も検討あするとのこと。

そもそも市は新たなことを要求しても「財源がない」で終わろうとしま
す。しかし公共施設に関わる事業は「地⽅債」を発⾏すれば事業により
割合は違いますが国の補助や割戻し（地⽅交付税交付⾦です）があり、
少ない市の負担で事業を⾏えます。何よりこの「地⽅債を発⾏するとし
の財政がダメになる」かのような⾔い⽅、考え⽅⾃体がある意味市⺠を
「ケムに巻く」逃げ⽅で、市の財政からどこまで地⽅債を発⾏してもい
いのか、ダメなのか、というのはキッチリ計さされているわけではあり
ません。年間2~3億円の新たな事業は当⾯可能だと、我々はみています。

それにしても、サブアリーナと環境学習館の20億円の投資は⼤きかっ
た！  6~7年分の地⽅債での⼯夫の余地を喰い取りました。


